
全国七大学柔道優勝大会 
 
                                  （文責） 総務委員会特別委員 宇野 

 
６月１８日／１９日、第５４回全国七大学柔道優勝大会が福岡市大濠公園の福岡武道館にて

開催された。２日間に亘り、熱戦が繰広げられたが、九州大学の山本主将の七人抜きなどが

あり、九州大学が今大会を８年ぶりに制した。 
この大会は１５人の勝ち抜き試合で、「一本」により勝負を決すると言う大会である。 
トーナメント形式で行われたが、その結果は以下の通り。 
（数字は残した人数） 
１回戦／敗者復活戦は１８日、準決勝／決勝は１９日 
 
              九州 
 
   
     東北      ５人残し   九州 
 
      ７人             ２人   九州 
 
  
大阪    東北    北海道    九州 ２人 京都 
  
 
 
  ５人     ４人     抽選     ４人    １人 
名   大  東   東  京   北  九 （敗者復活）  
古   阪  北   京  都   海  州  名 東   京 
屋   大  大   大  大   道  大  大 大   大 
大   学  学   学  学   大  学 
学                   学 
 
この大会は、旧帝大の国立七大学が毎年柔道の優勝を競っているものだが、歴史的に且つ

試合内容的に特色のある大会なので以下ご説明する。 
１． 歴史 
昭和２７年より毎年１回大会を開催しているもので、今年で５４回を数える。戦前の高専柔

道大会の流れを引くと言われているが、「立って良し、寝て良し」を目指す。引込みが反則



とならないので寝技での勝負が多くなる傾向がある。 
 
優勝回数は以下の通り：（４回の２大学優勝があるので、足すと５８になる。） 
京都大学： ２３回 
東京大学：  ８回 
九州大学：  ８回 
北海道大学：７回 
東北大学：  ５回 
名古屋大学：４回 
大阪大学：  ３回 
 
２． 試合内容 
１） １５人勝ち抜き戦 
２） 試合時間６分、副将／大将戦は８分 
３） 判定は技有り以上だが、一本をもって勝負を決する。 
４） 引込みは反則とならない。 
５） 寝技は可能な限り継続させる。（脚を抜く攻防が何分続いていても、「待て」はかから

ないし、亀を攻めている限り「待て」はかからない。） 
６） その他講道館ルールをベースにするが七大学戦固有のルール有り。 

 
以 上 


